
全体的な分量は大きな変わりはなく適当であると思われる。前文でも述べたが，全体的な分量を

変える必要はないが，会話文や長文の本文の分量が少し多いように思われる。本文の量が多いと，

それだけ読み返す量も多くなり，何度も読み返さなければならず，受験者にとっては，負担となる

のではないだろうか。本文の量を減らし，一つの本文に対する設問数も減らせば，受験者の負担も

減るのではないだろうか。例えば，第４問の場合，現在，本文が２ページに渡っているが，それを

半分の１ページ程度にし，大問を第４問と第５問に分け，設問数もそれぞれ半分ずつにするのはい

かがだろうか。そうすれば全体の設問数を変えずに，受験者の負担を減らすことができると考える。 

４ 表現・形式 

「センター試験」から「共通テスト」に変わり，英語では，第１問の発音・アクセント問題や第

２問の文法・語法，整序英作文問題はなくなり，全て読解問題となった。その要因の一つとして，

「センター試験」で課題となっていた，より実践的なコミュニケーション能力を重視した力を測る

問題にするための試みがあったのではないだろうか。韓国語でも，例年指摘されている第１問の形

式を変え，知識のみを問う問題ではなく，思考力を問う，共通テストにふさわしい出題形式に変え

てほしい。 

５ まとめ（総括的な評価） 

今回の共通テスト韓国語の問題は前文でも述べたとおり，おおむね共通テストにふさわしい出題

となっていると思われる。特に第２問と第３問は，以前指摘されていた表やグラフ，絵を導入する

などの工夫が凝らされていた。「高等学校で４～５単位を３年間学習した生徒」「韓国語能力試験

（TOPIK）Ⅱ（３～４級）」及び「「ハングル」能力検定試験３級～準２級レベル」が受験することを

想定されていたと言えよう。 

ただし改善点として，①第４問に関しては例年の指摘をしているとおり，知識だけを問う出題を

極力避けるべきである。②そして第４問では，一つの設問の本文の文章の分量を減らし，大問数を

増やすなどの工夫をすることを提案したい。③さらに，学習指導要領における「韓国語」の学習範

囲から逸脱した出題がないことを願う。 

  

 

 

第２ 問題作成部会の見解 

１ 出題教科・科目の問題作成の方針（再掲） 

○ 英語以外の外国語については，『筆記』テストを課し，「リスニング」テストは実施しないが，

以下のように可能な限り外国語によるコミュニケーション力を評価する。 

・コミュニケーションを行う目的や場面，状況などに応じて，情報や考えなどの概要や要点，詳

細，話し手や書き手の意図などを的確に理解する力を引き続き重視する。 

・併せて，高等学校において，「聞くこと」・「読むこと」・「話すこと［やり取り］，［発表］」・「書

くこと」を統合した言語活動の充実が図られることを踏まえ，情報や自分の考えを適切に表現

したり伝え合ったりするために，理解した情報や考えを整理したり，何をどのように取り上げ

るかなどを判断したりする力を重視する。 

・また，コミュニケーションを支える基盤となる知識や技能についても，引き続き評価する。 

○ 問題は，高等学校学習指導要領「外国語」の目標及び内容等に対応したものとし，CEFR 等を参

考に作成する。 

また，大学教育を受けるために必要な能力を把握できる問題とするが，高等学校において英語

以外の外国語を初めて履修する者もいることも考慮し，多様な入学志願者の学力を適切に識別で

きるようにする。 

２ 各問題の出題意図と解答結果 

ここでは各問題を出題した意図及び解答結果についての問題作成側の見解を述べておく。 

第１問 発音及び文法・語彙・表現に関する問題である。全体の難易度及び識別力はほぼ妥当で

あったと考えるが，受験者が限られたため統計的に有意な判断は難しい。 

Ａ 発音変化に関する問題である。問１は終声字「ㅂ」の発音の異同を問う問題であり，問２

は濃音化するものを選ぶ問題である。問１は鼻音化の規則が適用されるものと後続する初声

が濃音化するものの区別，問２は接続語尾-고が濃音化するかどうかを問うものであった。問

１も問２もごく基本的で頻出する発音の変化を問う問題である。 

Ｂ 空欄を補う問題である。語彙・文法・表現について正しく理解しているかを問う意図があ

るが，単にある語彙やある文法を知っているか否かを問うのではなく，当該の語彙や文法形

態が具体的な文脈において他の単語等とどのように共起し，いかなる意味を実現するかとい

う点に留意して出題した。全体的に，日本語母語話者にとって重要と思われる学習事項を出

題するよう心掛けた。 

Ｃ 語句の整序問題である。韓国語は日本語と語順が非常によく似ているが，直訳できない表

現もあるため，そのような表現を中心に韓国語も日本語も自然な表現を問うことに重きを置

いた。また，日本語母語学習者にとって重要と思われる学習事項を出題するよう心掛けた。 

第２問 日常生活の一場面を素材にして，文脈に沿って対話を完成させる問題と，対話の内容を

理解し状況を把握する問題等を作成した。全体的に使われている単語自体は難しくないが，状

況を正しく把握する能力が要求される。 

Ａ 空港カウンターにおける搭乗客と職員の座席変更をめぐる会話である。やり取りの内容を

正確に理解できているかどうかを確かめる問題が中心となっている。 

問１ 空欄補充問題で，理由に関する表現を入れる問題である。前後の文脈が十分に把握で

きれば正答を導き出せる。 
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問２ 会話文で使われている単語と，最も近い意味で使われている単語を含む文章を選択す

る問題である。いずれも基本的な単語で構成された文である。 

問３ 空欄補充問題で，会話全体の流れが把握できれば正答を導き出せる問題である。 

問４ 会話文の内容を基に，正確な座席の位置を選択する問題である。会話文を正確に読解

できていれば，正答を導き出せる。 

問５ 会話文の内容と一致する情報の組合せを選ぶ問題で，会話文を丁寧に読むことができ

れば難なく正答を導き出せる。 

Ｂ 祖母と孫による，植物や食べ物に関するやり取りである。会話の流れに沿って内容を正確

に読み取ることができているかを問う問題が中心である。 

問１ 空欄補充問題で，提示された会話の内容を正確に読めていれば正答を導き出せる。 

問２ 空欄補充問題で，前後の文脈を正確に把握するだけでなく，語彙力も問われる。 

問３ 空欄補充問題で，使用されている語彙は比較的平易である。それぞれ登場人物の発話

を正確に把握できていれば，おのずと正答を導き出せる。 

問４ 会話文の内容を踏まえ，登場人物のその後の行動を問う問題である。会話の流れを正

確に把握していれば正答を導き出せる。 

問５ 会話文の内容と一致する文を選ぶ問題で，登場人物の行動や発言を正確に把握できて

いれば正答を導ける。 

第３問 トーナメント表，製品タグ，広告など，日常生活で目にし得る素材を読み，その内容の

理解を問う問題である。読解力や情報収集力を駆使しながら，多様な資料に対して柔軟に対応

できるかといった点が問題を解く上で肝要である。問題作成に際して検討を重ねたが，難易度

のバランスを含め，全体として適切な出題であったと考えている。 

Ａ ある大学の学科対抗サッカー大会のトーナメント表を見て，その情報を正確に把握し，韓

国語で書かれた選択肢から適切な説明を選ぶ問題。表内の対戦結果を正確に読み取れば取り

組みやすい問題である。 

Ｂ 水着についているタグから情報を読み取る問題である。 

問１ タグの情報と一致する内容を選ぶ問題である。製品の素材や色，製造年月日，交換・

補償規定などの情報を適切に把握することで，正答を導くことができる。 

問２ タグの情報と合っていない表示を選ぶ問題である。水着の取扱い上の注意事項を正確

に読み取ることで正答を導くことができる。 

問３ 顧客相談室に寄せられた相談内容のうち，水着を購入した相談者の要望が認められる

ケースを選ぶ問題である。相談内容をタグの情報と照らし合わせて解く必要があるが，タ

グの情報を細部まで読めば，正答にたどり着くことができる。 

Ｃ ジュースの広告から商品情報を読み取る問題である。 

問１ この商品を利用する積極的な理由が見つけられない人を選ぶ問題である。選択肢と照

らしつつ，広告全体の内容を正確に把握することで正答を導くことができる。 

問２ この商品の実際のパッケージに書かれる商品説明の一部を選ぶ問題である。この商品

説明は広告には書かれていない情報であるため，難易度はやや高めであったが，広告の内

容を正確に読み取れば，正答にたどり着くことができる。 

問３ 広告から読み取れる内容を選ぶ問題である。広告全体の情報を統合して理解して解く

必要があるが，選択肢を正確に読み取りつつ，広告の情報を適切に参照することで，正答

を導くことができる。 

第４問 気候危機に対処するために日常生活の中で実践することのできる方法の一つとして提起

  

 

 

されている気候グルメについて紹介する評論を読み，その内容に対する理解度を問う問題であ

る。本文の全体的な内容を踏まえ，漢字問題，空欄補充，各段落を要約した小タイトルの選択，

熟語の語構成，内容一致の問題など，様々な形式の問題を出題した。受験者が極少であったた

め有意な平均点を参照することはできないが，全体的に適切な出題であったと判断される。 

問１ ハングル表記された漢字語の漢字表記を問う問題である。特に難易度が高かったとは思

われない。 

問２ 本文の内容を踏まえて，下線部の内容に相応する最も適当な文を選択する問題である。

正確な読解力が問われる。 

問３ 本文の内容の中で，同一の単語のうち異なった意味内容を持つものを選択する問題であ

る。文脈を正確に読み取る力が問われるが，解きやすい問題である。 

問４ 本文の内容を正確に把握して，それぞれの段落の内容を表現した小タイトルの組合せと

して最も適当なものを選択する問題である。段落の内容を適切に要約できる力が求められる。 

問５ 四字熟語を構成する二つの要素の間の意味論的関係が同一であるものを選択する問題

である。語と語の関係を論理的に把握する力が必要になる。 

問６ 本文から読み取れる内容にそぐわないものを選択する問題である。単語レベルではなく

内容を丁寧に読み取る力が問われる。 

問７ 本文中の空欄に入れるのに最も適当な文を選択する問題である。内容と文脈を正確に捉

える力が求められる。 

問８ 本文中の空欄に入れるのに最も適当な語の組合せを選択する問題である。本文の内容を

適切に把握する力が求められる。 

問９ 本文中の空欄に入れるのに最も適当な接続詞を選択する問題である。各段落の機能を正

確に理解する力が問われる。 

問10 本文全体の内容と一致するものを選択する問題であり，本文の内容を正確に理解するこ

とが求められる。  

３ 自己評価及び出題に対する反響・意見等についての見解 

今回の問題も昨年度と同様，コミュニケーションの土台となる発音・文法についての基礎的理解

を問う問題，実生活で接しうるような日常的な対話文を読んで内容を理解するとともに，対話の中

での適切な表現を選択する問題，資料等を通じた情報を読み取る問題，長文の中に漢字問題を入れ

込んだ問題，文脈の適切な理解を問う問題など，これまでの試みを定着させつつ，思考力や提示さ

れた情報の適切な理解を問うとともに，コミュニケーション能力を重視して，多様な問題の作成を

行うことを念頭に出題を行った。 

第１問に関しては発音や文法，語法の知識のみを問う問題であるという批判がこれまでなされて

きた。しかし，本部会では，コミュニケーション能力を問う前提として正確な発音・語彙・文法の

知識を問うことは学習者にとって必要なことであり，中等教育と高等教育を繋げる共通テストの意

義という観点からも妥当性があるという見解を維持している。ただし，高等学校の教育現場でのレ

ベルに対応した問題を作成するための努力は続けていく必要は認識しており，出題方法の検討はこ

れからも引き続き行いたい。 

会話文の出題については，今回，空港での場面，家庭内での家族の対話といった素材を扱うこと

で日常生活に近接したものとなっている。対話の内容を適切に把握しているかを問う問題を出題す

るにとどまらず，語彙の細やかなニュアンスを問う問題も組み込んでいる。あわせて，韓国の文化

的な内容を会話文の中に入れ込んだ（第２問Ｂ）のも今回の試験における一つの試みであった。朝
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問２ 会話文で使われている単語と，最も近い意味で使われている単語を含む文章を選択す

る問題である。いずれも基本的な単語で構成された文である。 

問３ 空欄補充問題で，会話全体の流れが把握できれば正答を導き出せる問題である。 

問４ 会話文の内容を基に，正確な座席の位置を選択する問題である。会話文を正確に読解

できていれば，正答を導き出せる。 

問５ 会話文の内容と一致する情報の組合せを選ぶ問題で，会話文を丁寧に読むことができ

れば難なく正答を導き出せる。 

Ｂ 祖母と孫による，植物や食べ物に関するやり取りである。会話の流れに沿って内容を正確

に読み取ることができているかを問う問題が中心である。 

問１ 空欄補充問題で，提示された会話の内容を正確に読めていれば正答を導き出せる。 

問２ 空欄補充問題で，前後の文脈を正確に把握するだけでなく，語彙力も問われる。 

問３ 空欄補充問題で，使用されている語彙は比較的平易である。それぞれ登場人物の発話

を正確に把握できていれば，おのずと正答を導き出せる。 

問４ 会話文の内容を踏まえ，登場人物のその後の行動を問う問題である。会話の流れを正

確に把握していれば正答を導き出せる。 

問５ 会話文の内容と一致する文を選ぶ問題で，登場人物の行動や発言を正確に把握できて

いれば正答を導ける。 

第３問 トーナメント表，製品タグ，広告など，日常生活で目にし得る素材を読み，その内容の

理解を問う問題である。読解力や情報収集力を駆使しながら，多様な資料に対して柔軟に対応

できるかといった点が問題を解く上で肝要である。問題作成に際して検討を重ねたが，難易度

のバランスを含め，全体として適切な出題であったと考えている。 

Ａ ある大学の学科対抗サッカー大会のトーナメント表を見て，その情報を正確に把握し，韓

国語で書かれた選択肢から適切な説明を選ぶ問題。表内の対戦結果を正確に読み取れば取り

組みやすい問題である。 

Ｂ 水着についているタグから情報を読み取る問題である。 

問１ タグの情報と一致する内容を選ぶ問題である。製品の素材や色，製造年月日，交換・

補償規定などの情報を適切に把握することで，正答を導くことができる。 

問２ タグの情報と合っていない表示を選ぶ問題である。水着の取扱い上の注意事項を正確

に読み取ることで正答を導くことができる。 

問３ 顧客相談室に寄せられた相談内容のうち，水着を購入した相談者の要望が認められる

ケースを選ぶ問題である。相談内容をタグの情報と照らし合わせて解く必要があるが，タ

グの情報を細部まで読めば，正答にたどり着くことができる。 

Ｃ ジュースの広告から商品情報を読み取る問題である。 

問１ この商品を利用する積極的な理由が見つけられない人を選ぶ問題である。選択肢と照

らしつつ，広告全体の内容を正確に把握することで正答を導くことができる。 

問２ この商品の実際のパッケージに書かれる商品説明の一部を選ぶ問題である。この商品

説明は広告には書かれていない情報であるため，難易度はやや高めであったが，広告の内

容を正確に読み取れば，正答にたどり着くことができる。 

問３ 広告から読み取れる内容を選ぶ問題である。広告全体の情報を統合して理解して解く

必要があるが，選択肢を正確に読み取りつつ，広告の情報を適切に参照することで，正答

を導くことができる。 

第４問 気候危機に対処するために日常生活の中で実践することのできる方法の一つとして提起

  

 

 

されている気候グルメについて紹介する評論を読み，その内容に対する理解度を問う問題であ

る。本文の全体的な内容を踏まえ，漢字問題，空欄補充，各段落を要約した小タイトルの選択，

熟語の語構成，内容一致の問題など，様々な形式の問題を出題した。受験者が極少であったた

め有意な平均点を参照することはできないが，全体的に適切な出題であったと判断される。 

問１ ハングル表記された漢字語の漢字表記を問う問題である。特に難易度が高かったとは思

われない。 

問２ 本文の内容を踏まえて，下線部の内容に相応する最も適当な文を選択する問題である。

正確な読解力が問われる。 

問３ 本文の内容の中で，同一の単語のうち異なった意味内容を持つものを選択する問題であ

る。文脈を正確に読み取る力が問われるが，解きやすい問題である。 

問４ 本文の内容を正確に把握して，それぞれの段落の内容を表現した小タイトルの組合せと

して最も適当なものを選択する問題である。段落の内容を適切に要約できる力が求められる。 

問５ 四字熟語を構成する二つの要素の間の意味論的関係が同一であるものを選択する問題

である。語と語の関係を論理的に把握する力が必要になる。 

問６ 本文から読み取れる内容にそぐわないものを選択する問題である。単語レベルではなく

内容を丁寧に読み取る力が問われる。 

問７ 本文中の空欄に入れるのに最も適当な文を選択する問題である。内容と文脈を正確に捉

える力が求められる。 

問８ 本文中の空欄に入れるのに最も適当な語の組合せを選択する問題である。本文の内容を

適切に把握する力が求められる。 

問９ 本文中の空欄に入れるのに最も適当な接続詞を選択する問題である。各段落の機能を正

確に理解する力が問われる。 

問10 本文全体の内容と一致するものを選択する問題であり，本文の内容を正確に理解するこ

とが求められる。  

３ 自己評価及び出題に対する反響・意見等についての見解 

今回の問題も昨年度と同様，コミュニケーションの土台となる発音・文法についての基礎的理解

を問う問題，実生活で接しうるような日常的な対話文を読んで内容を理解するとともに，対話の中

での適切な表現を選択する問題，資料等を通じた情報を読み取る問題，長文の中に漢字問題を入れ

込んだ問題，文脈の適切な理解を問う問題など，これまでの試みを定着させつつ，思考力や提示さ

れた情報の適切な理解を問うとともに，コミュニケーション能力を重視して，多様な問題の作成を

行うことを念頭に出題を行った。 

第１問に関しては発音や文法，語法の知識のみを問う問題であるという批判がこれまでなされて

きた。しかし，本部会では，コミュニケーション能力を問う前提として正確な発音・語彙・文法の

知識を問うことは学習者にとって必要なことであり，中等教育と高等教育を繋げる共通テストの意

義という観点からも妥当性があるという見解を維持している。ただし，高等学校の教育現場でのレ

ベルに対応した問題を作成するための努力は続けていく必要は認識しており，出題方法の検討はこ

れからも引き続き行いたい。 

会話文の出題については，今回，空港での場面，家庭内での家族の対話といった素材を扱うこと

で日常生活に近接したものとなっている。対話の内容を適切に把握しているかを問う問題を出題す

るにとどまらず，語彙の細やかなニュアンスを問う問題も組み込んでいる。あわせて，韓国の文化

的な内容を会話文の中に入れ込んだ（第２問Ｂ）のも今回の試験における一つの試みであった。朝

－379－

『韓国語』



 

鮮半島の文化的な文脈の中で，話者の行動を把握する形になっているが，文脈を正確に理解できれ

ば正答を導き出すのは困難ではない。生活文化を入れ込むことで，単に情報交換にとどまらないコ

ミュニケーションの幅を広げる問題となったものと思われる。 

実用文の出題については，方式について数年間の試行錯誤を続けているところで，一定の形式が

できあがってきたように思われる。表から情報を読み取る問題や，生活に密接した多様な内容を扱

う実践的な文章を読むという点は，高く評価されてきており，問題の質についても年々向上してき

ていると考える。問題中の情報量が多いとの指摘もあるが，正答率等を見る限り，受験者は十分に

対応しており，問題の量は基本的には適切であると判断している。 

長文問題は，今回も，読解力や思考力を問う論説文のみ１題を出題する体裁を維持した。漢字語

や専門用語が多めで難易度がやや高い文章ではある。長文の分量と問題数については，引き続き検

討を続けるべき部分ではあるが，得点率は高い。受験者達には今回のレベルの論説文を読んで意味

を理解することに大きな負担はなさそうであった。昨年度に続き，今回の問題も，高等学校入学以

降から学習を始めた生徒にも解答可能な問題であったと思われる。今後もより一層良質な問題の作

成を目指していきたい。 

なお，「高等学校教科担当教員の意見・評価」で，「学習指導要領における『韓国語』の学習範囲

から逸脱した出題がないよう」にとの依頼があった。 

学習指導要領では「生徒が外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせなが

ら，コミュニケーションの目的や場面，状況などを意識して活動を行い，英語の音声や語彙，表現，

文法などの知識を五つの領域（中略）における実際のコミュニケーションにおいて活用する学習の

充実を図ること」が配慮されるべきとしている。 

韓国語でも音声・語彙・表現・文法はそれぞれ実際のコミュニケーションで意識すべき内容を

扱っており，学習指導要領の取り扱いから外れたものではない。「日本語と英語の語彙や表現，論理

の展開などの違いや共通点に気づかせ（後略）」という学習指導要領の方向も意識している。一方，

学習指導要領では「過度に文法的な正しさのみを強調したり，用語や用法の区別などの指導が中心

となったりしないよう配慮し，（中略）実際のコミュニケーションにおいて活用できるように，効果

的な指導」が求められているが，音韻変化は韓国語においては基礎的な学習事項であり，学習の比

較的初期段階で学ぶ事項でもある。語尾の多様な用いられ方も実際のコミュニケーションを念頭に

置いたものとなっている。 

会話文，実用的な情報，長文の論説文についても，「言語活動で扱う題材は，生徒の興味・関心に

合ったものとし，国語科や地理歴史科，理科など，他の教科等で学習した内容と関連付けるなどし

て，英語を用いて課題解決を図る力を育成する工夫をすること」が学習指導要領で要請されており，

扱っている素材はその方針から外れてはいない。 

全体として，「外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ，外国語による「聞

くこと」，「読むこと」，「話すこと」，「書くこと」を統合的に結び付けた言語活動を通して，情報や

考えなどを的確に理解したり適切に表現したり伝え合ったりするコミュニケーションを図る資質・

能力を育成することを目指す」方向性には沿っているものと，問題作成部会では判断する。 

４ まとめ 

「共通テスト」開始にあたって実用問題を取り入れる新たな取組がなされて今年度で６年目と

なった。実用文については年々完成度も高まり，一定程度の形の定着はなされてきたと思われる。

これまで課題となってきた発音問題の出題方法については，引き続き検討を続ける必要がある。長

文問題は「共通テスト」になって以降，主に論説文から出題されてきたが，エッセイや文学作品，

  

 

 

新聞記事など様々なジャンルの文章を出題できるよう検討していく必要があると同時に，分量や問

題数についても引き続き検討が必要である。 

全体の分量には常に留意する必要があるが，受験者が分量的には十分にこなせていることが解答

結果からうかがうことができる。難易度については，今後もおおむね現在の水準を維持していく予

定である。 
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